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　結論：培養細胞を用いたプロテオミクス解析によ
り、大腸癌の転移に関わるタンパク質プロファイリン
グが明らかになった。臨床検体への応用が期待され
た。
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にATXs－10（Na）を皮下投与し、蛍光診断装置を用い
てリンパ管の走行およびセンチネルリンパ節である
膝窩リンパ節への取り込みを観察した。
　【結果】マウスの足底部に皮下投与されたATXs－
10（Na）は速やかにリンパ管に取り込まれ、リンパ流
を介して膝窩リンパ節に集積した。さらにATXs－
10（Na）は、膝窩リンパ節より中枢側のリンパ管を
通って腹腔内のリンパ節に取り込まれた。
　【結語】今回のマウスの基礎的実験により、蛍光診
断装置を用いてリンパ管の走行、リンパ流の様子を直
視下にて観察が可能となり、この蛍光診断法がセンチ
ネルリンパ節検出の有効な一手段になると考えられ
た。
　最近、悪性腫瘍の手術においてリンパ節郭清を省略
あるいは縮小させる目的で、センチネルリンパ節の検
索についての研究が進められている。現在、センチネ
ルリンパ節の検出法としては色素法や放射性医薬品
を用いたRI法などがある。今回、我々は新たに、光感
受性物質を用いた蛍光診断法によりセンチネルリン
パ節検出の可能性を検討した。
　【方法】実験モデルとしてBalb／cマウス、雄性を
使用。光感受性物質としてATXs－10（Na）を用いた。
ATXs－10（Na）は次世代の水溶性光感受性物質で、蛍
光強度が強く、組織代謝、排泄時間が非常に短いため
日光過敏症等の副作用がなく、組織透過性にも優れて
いるという性質を持っている。Balb／cマウスの足底部
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　【背景】　Tn’chophyton　tonsurαnsは頭部白癬の起因
菌として知られているが、わが国では従来ほとんど報
告されていなかった。しかし近年、欧米のレスリング
選手を中心に感染が広がり、本邦にも輸入されて各地
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